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【
第
百
五
十
四
回
本
場
所
八
日
～
九
日
目
】

１
２
月
１
１
日
、
八
日
目
九
日
目
の
終
盤

戦
に
来
て
、
か
つ
て
な
い
大
波
乱
、
横
綱
大

関
全
員
が
２
日
と
も
全
敗
す
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
結
果
と
な
り
、
九
日
目
を
終
え
て
関

脇
千
代
鈴
と
平
幕
の
鬼
ヶ
嶽
２
人
が
２
敗
で

優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
っ
た
。
こ
れ
を
、
横

綱
若
ノ
嶋
、
横
綱
美
空
富
士
、
関
脇
白
閃
光
、

平
幕
の
烏
帽
子
岳
、
大
綱
嵐
、
鹿
富
士
、
若

惑
っ
た
か
、

い
つ
も
の
寄

り
身
が
み
ら

れ
ず
、
逆
に

白
閃
光
に
寄

ら
れ
て
土
俵

を
割
っ
た
。

「
白
閃
光
が

寄
り
切
っ
た

～
」
と
歓
喜

の
磯
ノ
海
親

方
。
一
方
の
錦
風
親
方
は
「
白
閃
光
に

ま
と
も
に
寄
り
切
ら
れ
た
！
」
と
敗
戦

と
と
も
に
そ
の
負
け
方
に
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。

進
退
が
か
か
っ
た
場
所
で
見
事
に
復

活
し
た
美
空
富
士
は

八
日
目
に
同
門
の
魁

電
と
対
戦
。
「
ち
ょ

っ
と
嫌
な
感
じ
が
し

た
」
と
稽
古
場
で
の

両
者
の
相
撲
を
よ
く

知
る
桐
壺
親
方
が
言

う
よ
う
に
、
美
空
富

士
は
魁
電
に
左
を
差さ

れ
最
後
は
下
手
投
げ
で

敗
れ
た
。

若
ノ
嶋
、
美
空
と
と
も

に
平
幕
で
た
だ
一
人
１
敗
の

鬼
ヶ
嶽
は
八
日
目
に
２
敗
の

大
綱
嵐
と
対
戦
。
先
場
所
に

続
い
て
好
調
の
鬼
ヶ
嶽
。
今

場
所
も
鬼
ヶ
嶽
旋
風
を
吹
か

せ
て
い
る
。
一
方
の
大
綱
嵐

は
新
刊
の
「
ト
ン
ト
ン
紙
相

撲
」
に
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載

さ
れ
、
今
や
協
会
の
顔
と
な

て
い
る
。
掲
載
当
時
は
幕
内

九日目、千代鈴は積極的に前に出る相撲でこれまで勝てなかった若ノ嶋

を終始攻めて待望の初勝利。大関を一気に手繰り寄せる勢いだ。

の
下
位
だ
っ
た
が
、
掲
載
以

降
は
友
砂
親
方
か
ら
「
紙
相

撲
フ
ァ
ン
拡
大
の
た
め
に
も
、

自
覚
を
持
っ
て
取
り
組
め
！

」
と
厳
し
く
指
導
さ
れ
た
の

が
功
を
奏
し
た
か
、
着
実
に

番
付
を
上
げ
て
、
三
役
を
狙

お
う
か
と
い
う
地
位
で
す
で

に
５
勝
を
あ
げ
て
い
る
。
注

目
の
対
戦
は
鬼
ヶ
嶽
が
立
合

い
に
す
ぐ
に
の
ど
輪
で
攻
め
、

そ
の
ま
ま
大
綱
嵐
を
押
し
出
し
て
１
敗
を
守
っ
た
。

関
脇
千
代
鈴
は
初
日
か
ら
５
連
勝
と
大
関
に
向
け

て
邁
進
し
た
が
、
中
日
に
佐
賀
ノ
海
に
、
七
日
目
に

美
空
富
士
に
敗
れ
２
敗
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で

も
横
綱
大
関
に
な
か
な
か
勝
て
ず
、
大
関
昇
進
の
課

題
は
横
綱
大
関
陣
の
壁
を
い
か
に
突
破
す
る
か
と
言

わ
れ
て
い
る
。
八
日
目
は
こ
れ
ま
で
3
敗
と
ま
だ
勝

っ
た
こ
と
の
な
い
春
ノ
翔
と
の
一
番
。
し
か
し
、
春

ノ
翔
に
対
し
左
を
差
す
な
り
そ
の
ま
ま
寄
り
切
っ
て

対
春
ノ
翔
戦
の
初
勝
利
を
飾
っ
た
。

巨
、
四
季
嶋
、
鉄
甲
、
伊
達
の
富
士
、
喜
乃

郷
、
麒
麟
王
、
龍
不
動
の
１
３
人
が
３
敗
で

追
う
展
開
と
な
っ
た
。
ま
た
、
横
綱
春
ノ
翔

と
平
幕
の
若
剣
が
九
日
目
か
ら
休
場
と
な
っ

た
。七

日
目
を
終
え
て
、
若
ノ
嶋
、
美
空
富
士
、

鬼
ヶ
嶽
の
３
人
が
１
敗
で
並
び
、
今
場
所
は

若
ノ
嶋
と
美
空
富
士
の
横
綱
同
士
の
優
勝
争

い
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
２
人
の
横
綱

が
連
敗
す
る
と
は
誰
が
予
想
で
き
た
だ
ろ
う

か
。
七
日
目
ま
で
横
綱
ら
し

い
相
撲
で
白
星
を
重
ね
、
初

の
連
覇
か
と
期
待
さ
れ
た
若

ノ
嶋
の
八
日
目
は
白
閃
光
戦

白
閃
光
の
右
か
ら
の
の
ど

輪
を
警
戒
す
る
若
ノ
嶋
だ
っ

た
が
、
軍
配
が
返
る
や
ま
っ

た
く
の
が
っ
ぷ
り
四
つ
。
若

ノ
嶋
は
想
定
外
の
相
撲
に
戸

八日目、これまで横綱大関には分が悪かった

千代鈴だったが、春ノ翔相手に目覚ましい寄り

を見せ、休場に追い込んだ。

二
敗

千
代
鈴
、
鬼
ヶ
嶽

三
敗

若
ノ
嶋
、
美
空
富
。
白
閃
光

烏
帽
子
、
大
綱
嵐
、
鹿
富
士

若

巨
、
四
季
嶋
、
鉄

甲

伊
達
富
、
喜
乃
郷
、
麒
麟
王

龍
不
動

若ノ嶋●(寄り切り)○白閃光

美空富●(下手投げ)○魁 電

大綱嵐●(押し出し)○鬼ヶ嶽


